




























　A、Bは 1 グループの中では、サッカーの技術戦術及び身体能力的にも優れたメンバーの 2 名である。
サッカー部やクラブチームには所属はしていないが、幼いころにサッカーの経験が豊富である。C、Dは


























































































サッカーの技術戦術面と声と励ましの声に分類し、第 5 時、第10時、第15時の 3 時間における推移を抽
出した学生（表 1 参照）から分析した。
　表 2 は、抽出グループ 1 におけるAおよびBから、CおよびDへのゲーム中における声を、自身がピッ
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B 　  D
・「切り替えを早く」
・「あと少し、がんばれ」
・「ナイスボールだった、サンキュー」
・「惜しい、次あるぞ、いこう」
・「ラスト、きついけどがんばっていこう」
・「上がれ、上がれ」
・「今の感じでいい、いけるいける」
・「最後頑張ってコーナーで、こぼれをねらって」
164
仲間づくりに取り組む授業づくりを求めて
